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１.申請書の提出

２.環境接続

３.実証実験へ





   富山市センサーネットワーク

 システム利用申請書

富山市センサーネットワークの利用申込をいたします。

〇申請者情報

※1 解約希望日を記載していただいてもその日に解約がされるとは限りません。解約希望日以降に解約処理を実施します。

申請日：

申込種別を選択してください。
選択すると入力必要項目のマスクが外れます。

フリガナ

会社名

フリガナ

日月年

ご担当者名

郵便番号

フリガナ

解約希望日 ※1 月以降年

入
力
項
目

一部提供可能なデータの詳細

 

 収集データのオープンデータ化

収集データの提出方法

申請区分  

メールアドレス 各種問合せ時の連絡先として登録されます。

電話番号

担当部署



   富山市センサーネットワーク

 ユーザアカウント利用申請書

■ ユーザ情報記入

編集用、参照用それぞれのユーザの情報を記入してください。

※ユーザ追加について、ユーザを発行すると各メールアドレス宛に初期パスワードが送信されます。

 メールを受信してから7日以内にパスワードの変更をお願いします。

〇グループ・ユーザ  - １ -

グループを複数作成する場合は、以下にご自由に枠を追加し記入してください。

〇グループ・ユーザ  - 2 -

グループ名 ※運用の関係上、名称が変

更になる可能性があります

グループ名 ※運用の関係上、名称が変

更になる可能性があります

権限

入
力
項
目

申請区分 氏名（姓） 氏名（名） メールアドレス（アカウントID）

申請区分  

入
力
項
目

編集用

 申請区分

権限 編集用

申請区分 氏名（姓） 氏名（名） メールアドレス（アカウントID）



   富山市センサーネットワーク

 ダッシュボード表示設定書

■ ダッシュボード表示設定情報記入

ダッシュボード表示設定情報を記入してください。

なお、本設定書で設定する内容は初期設定です。

設定を変更する場合は、ダッシュボードの設定画面から変更可能です。

※センサ種類に応じて富山市スマートシティ推進課にて追加の設定を行う可能性があります。

 その場合、申込完了時、本申請書に項目を追記し送付いたします。

〇メニュー設定 オレンジ文字：デフォルト設定です。任意の項目に変更したい場合は変更してください。

〇レイヤ設定

〇アイテム設定 オレンジ文字：デフォルト設定です。任意の項目に変更したい場合は変更してください。

同一データモデルのセンサーの場合はアイテム設定は1つで結構です。

水位計と雨量計など、センサー種別、データモデルの違うセンサーの場合はアイテム設定は2つ必要です。

〇アイテム設定 - 1 -

権限  

グループ名 権限  

申請区分  

  グループ名 権限

アイテム名 ※同一設定のセンサーが2個以上の場合は

「詳細」シートにご記入ください

入力
項目

レイヤ名 アイコンラベル 権限設定

グループ名 権限  

入
力
項
目

権限設定
※

フル権限：メニュー,レイヤ,アイテムの編集可

アイテム編集：アイテムのみ編集可

参照：参照のみ、編集不可 グループ名

ズームレベル PC・タブレット 12 スマートフォン 12

地図中心座標 緯度 36.695 経度 137.213

位置情報取得範囲
緯度 北 37.00 南 36.25

経度 東 137.80 西 136.70

ダッシュボード表示タイプ map表示とdashboard表示

一般公開（変更不可） 非公開 ※「公開」設定にすると市民に公開されますのでご注意ください

申請区分 変更

メニュー名
スマートシティ推進課にて決定いたします。

申込完了時、本申請書に項目を追記し送付いたします。

位置情報取得 有効（メニュー展開時）のみ

スマートシティ推進課にて決定いたします。申込完了時、本申請書に項目を追記し送付いたします。



   富山市センサーネットワーク

インタフェース仕様書

■連携仕様

連携仕様について下表に従って記載してください。

論理名

データ計測間隔（センサーでデータを計測する時間の間隔）

データ送信間隔（センサーからデータを送信する時間の間隔）

データ送信件数（一度の送信でセンサーから送られるデータ件数）

■権限設定

FIWARE-APPでFIWAREに登録されたデータの確認、各デバイスに対するメール通知を設定するための権限設定を行います。

権限は「ユーザアカウント利用申請書」で作成したグループ単位で割り当てます。

メール通知設定を編集する場合は「編集可能」権限が必要です。

権限

■連携項目

連携項目について下表に従って記載してください。また、POST bodyの例も記載してください。

ペイロードデータを送信する場合は、変換仕様書を添付もしくは本設計書にシートを追加し変換規則をご記入ください。

内容 データ型 データ例 備考 データモデル定義への登録有無 履歴蓄積 履歴登録トリガー CSV出力 グラフ表示

1

2

グループ名

データモデル定義設定 ダッシュボード設定

項目名
No.

連携項目

【参考】
データモデル定義への登録有無：データモデル定義へ登録するかどうか。
履歴蓄積：履歴として蓄積するかどうか。

履歴登録トリガー：蓄積のタイミングを設定。
(トリガーに設定した項目の値に変更があったタイミングで履歴が蓄積されます)

CSV出力：ダッシュボードからCSV出力する項目の設定。
グラフ表示：どの項目をグラフ表示（Y軸）とするかの設定。

（複数選択可能※Y軸は1つしか設定できないため複数選択された場合はそれぞれで別のグラフを作成します）



   富山市センサーネットワーク

 外部アプリケーション利用申請

■ 外部アプリケーション情報記入

外部アプリケーションの情報を記入してください。

※1 デフォルト設定は1,000件/日です。もし、デフォルト設定を超える場合は富山市スマートシティ推進課へご相談ください。

 APIキー

以下APIキーを使用してください。

スマートシティ推進課にて決定いたします。
申込完了時、本申請書に項目を追記し送付いたします。

APIキー

入力
項目

申請区分  

想定リクエスト数 ※1
単位リクエスト件数（件）

日1,000
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２.環境接続
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１.申請書の提出

２.利用終了手続き完了通知の受領
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smartcity-01@city.toyama.lg.jp


